
費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　中小企業の労働力の確保と雇用の安定、及び中小企業従事者の健康の

　保持増進を図る目的で、以下の事業を実施する三島商工会議所に掛け金

　や経費の一部を補助した。

　・中小企業特定退職金共済事業 1,566,890円

　　共済加入事業者に対し掛け金の一部を補助した。

　　　　※加入者／224事業所・12,053人(平成18年3月31日現在）

　・中小企業従事者健康診断事業 2,276,000円

　　年2回実施する健康診断受診者に対し､4,000円を補助した。

　　　　※受診者数／569人

○技能功労者表彰

　　永く同一の職業に従事し、技能の錬磨や後進の指導育成を行って当市

　の産業技術の向上に功績のあった技能者について表彰を行った。

 　　　表彰日（11月9日）　　　場所（生涯学習センター多目的ホール）

 　　　表彰者数（26人）

○雇用促進事業

　・雇用促進事業費補助金　　　　　　　　　　　　800,000 円

　　　若年者就職ＪＯＢフェア(若年者合同就職面接会)  　500,000 円

　　　　若年者の雇用の促進と地元企業の人材確保を目的に、三島商工会

　　　　議所・ハローワーク三島と共催し、若年者就職ＪＯＢフェア(若年

　　　　者合同就職面接会)を実施した。

　　　スキルアップ講座　　　　　　　　　　　　　　　　300,000 円

　　　　ＩＴ社会に対応するため、パソコンを活用して簿記等の企業会計

　　　　を習得し、自己のスキルアップを図り就業に結びつけることを目

　　　　的に、三島地区情報処理推進協議会が実施するスキルアップ講座

　　　　に対し補助した。

06款 農林費　　　　　　　　　　　　　　     (単位　　円)

 01項 農業費

  01目 農業委員会費　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　        

10,166,547 円

○農地法関係処理状況 （単位　件、㎡）

調 整 区 域

市 街 化 区 域

市 街 化 区 域

調 整 区 域

農 地 法 第 5 条
（ 転 用 ）

5,663 6,515

34 16,471 11,246 27,717 25,369
農 地 法 第 20 条
（ 解 約 ） 3 4,221 1,442

41,463 42,027

39 6,148 7,598 13,746 16,658

73 22,619 18,844

14,500

17 9,904 7,991 17,895 8,685

30 15,310 3,525 18,835

32,845 54,089
農 地 法 第 4 条
（ 転 用 ） 47 25,214 11,516 36,730 23,185

農 地 法 第 3 条 21 10,805 22,040

9,771,347

区 分
申 請
件 数

関 係 面 積
前年度面積

田 畑 計

10,166,547 53,000 342,200

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

開催日 受講者 講座

平 成 17 年 11 月 7 日～ 11日 10人
2.5時間/日×5日間

平成17年 11月 14日～ 18日 10人

10.6%平成17年12月1日 43社 132人 14人

開催日 求人社数 求職者数 採用者数 就職率
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  02目 農業総務費　　　　　　　　　　　　 (単位　　円)

121,062,855 円

○米消費拡大推進事業

　　米の消費が食生活の多様化により減退していくなか、消費者に対し米の

　重要性を啓発し、普及活動などを通して米消費拡大事業を推進した。

　・米消費拡大推進連絡協議会総会 平成17年 6月24日 出席者  17人

　・市民すこやかふれあいまつり 平成17年11月13日 来場者　600人

　　（お米ゲームほか）

　・農業祭（餅まき、餅の無料配布） 平成17年12月 3日

　・みしま生活展（お米ゲームほか） 平成17年12月18日 来場者　400人

　・親子ご飯料理教室 平成18年 1月28日

　参加者　18組　42人

  03目 農業振興費　　　　　　　　　　　　 (単位　　円)

6,453,086 円

○山田川環境整備事業 円

　　　委託料　  　1,102,500円

　　山田川上流域に広がる遊休農地を、環境に配慮しながら、再生・復元を

　進めていくため、地権者・市民有志・ボランティア等によるワークショッ

　プを開催し、整備基本計画を策定した。

○有害鳥獣捕獲委託事業　　　　　　

　　　委託料　　　　450,000円

　　　捕獲鳥獣　　カラス 66羽　　イノシシ 4頭　　

○認定農業者等経営改善活動業務委託事業

　　認定農業者に必要な経営改善支援を行い効率的かつ安定的な農業経営体

　の育成を図った。   

　　　委託料　　　　500,000円

　　　再認定農業者　 17経営体　

　　　新規認定農業者　5経営体　計22経営体（合計107経営体)

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

　　経営規模の拡大及び施設化等経営の改善を図るために融資を受けた農業

　者に対し､利子補給を行った｡

  　農業施設化資金利子補給補助金 18件　利子補給額  　821,241円

  　農業経営基盤強化資金利子助成費補助金 10件　利子補給額　1,170,965円

○市単独事業費補助金 円

　・環境保全型農業推進事業補助金　　　　　　　　　　　　　　

　　　環境保全型農業を推進するため、地力増強のための良質有機物の投入

5,553,607

1,102,500

1,992,206

2,205,000

6,453,086 649,479 250,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

117,495,855

（米ブース）

（米ブース）

（米ブース）

121,062,855 3,567,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　等による土壌改良や病害虫回避を図る資材等を利用した農家に環境保全

　　型農業推進事業補助金を交付した。

　　　補助金　　　1,080,000円

　　　利用者　　　105人　　　34品目

　・畑作圃場土壌保全事業補助金　　　　　　　    　　　　   　

　　　畑作地帯の圃場は、農作業の効率を上げるため、重量機械の導入が進

　　み不耕起層が発生し、表土の流出が起きやすくなっているため、不耕起

　　層の破壊による透排水性の向上と作土の更新のため圃場土壌保全事業を

　　し、土層の改善を図った。

　　　補助金　　　400,000円

　　　利用件数　　18件（25ヶ所）　41,771㎡

　・農業用使用済プラスチック組織的回収推進事業補助金　　

　　　マニフェスト制度に基づき市内農業地域における廃プラスチック等を

　　循環型処理可能業者へ搬入処理した。

　　　補助金　　　225,000円

　  　事業期間　　平成17年10月 1日～平成18年1月31日

　　　事業量　　　32,710㎏

　・坂地区農産物特産化推進連絡会補助金

　　　坂地区で行われる農産物イベントを通じ、坂地区農産物のイメージア

　　ップを推進し、産地名の統一、坂地区農産物のブランド化、地産地消を

　　推進した。

　　　親子ふれあい竹の子祭り

平成17年 4月23日 市山グラウンド 来場者　  約300人

　　　三島馬鈴薯祭り

平成17年 7月 9日 南二日町広場 来場者　約3,000人

　　　産地ふれあい親子収穫体験ツアー（エコにんじん）

平成17年11月 2日 笹原新田 参加者　  約120人

　　　産地ふれあい親子収穫体験ツアー（レタス）

平成17年11月22日 三ツ谷新田 参加者　  約115人

　　　箱根だいこん祭り

平成17年12月 4日 市立坂公民館 来場者　約3,000人

　　　パンフレット作製 13,000枚

○平成16年度災害農業施設復旧・営農運転資金融資利子補給

（農業用施設復旧資金含む）

　　平成16年10月9日の台風22号、同年12月5日の強風による災害により被災

　した農業用施設の復旧の促進を図るため、被災者に対し、緊急災害対策融

　資を行う三島函南農業協同組合に利子の一部を補助して農家の負担を軽減

　し、農業振興を図った｡

　　・平成16年10月 9日　台風22号

農業施設復旧資金　1件　　利子補給額　 5,300円

営農運転資金　　　1件　　利子補給額　 4,150円

　　・平成16年12月 5日　強風

農業施設復旧資金　3件　　利子補給額　39,694円

営農運転資金　　　1件　　利子補給額　 1,836円
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  04目 生産調整推進対策 (単位　　円)

       事業費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　        

   3,694,618 円

○水田農業構造改革対策事業

　　生産調整の実効性の確保、生産者・地域の自主性の尊重及び望ましい営

　農の実現に重点を置いて、新しい生産調整の推進を図った。

　　　配分面積　　　　　　　　　　2,191,335㎡

　　　水稲作付面積　　　　　　　　2,278,132㎡

　　　作付超過率　　　　　　　　　　　104.0％

  05目 農村地域農政総合 (単位　　円)

       推進事業費　　　　  

4,120,959 円

○農振計画変更と農地流動化推進事業 円

　・農業振興地域整備計画

　　　この計画は、農業の健全なる発展を図るとともに、国土資源の合理的

　　利用に寄与するため、昭和48年度に策定された。今回平成16年度から

　　2ヵ年をかけ見直しを行い、平成17年度に計画を決定した。

　・農用地利用集積計画事業

　　農地を貸しても離作料を心配しないで貸せる事業で、この事業により遊

　　休農用地の有効利用を図り、担い手に農地の集積を行い規模拡大等によ

　　り農業経営の安定を図った。

　　　貸し手　　11人　　借り手　　9人　　面積　　2.1ha

  06目 畜産費　　　　　　　　　　　　　　   (単位　　円)

5,340,890 円

○市単独事業費補助金 円

　・家畜予防注射補助金　　　　　　　　　　　　　　　　810,000円

　　　家畜伝染病予防法に基づいて予防注射及び検査を実施した畜産農家に

　　対し補助をした。

　　　補助金　　810,000円

　　事業実施状況

頭

頭

頭

頭

頭

頭

羽

羽鶏 痘 等 予 防 注 射 等 144,000

豚 日 本 脳 炎 予 防 注 射 180
鶏 ニ ュ ー カ ッ ス ル 病 予 防 注 射 150,000

牛 の 結 核 ブ ル セ ラ ヨ ー ネ 病 0
豚日本脳炎・パルボウイルス予防注射 460

牛 の Ｉ Ｂ Ｒ 予 防 注 射 283
牛 の ア カ バ ネ 病 予 防 注 射 224

5,299,736

予 防 注 射 名 実 施 数

牛 の イ バ ラ キ 病 予 防 注 射 251

5,340,890 41,154

5,134,090

4,113,959

4,120,959

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

4,120,959 7,000

3,165,618

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

3,694,618 529,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

群

　・家畜へい獣処理対策事業補助金

　　　死亡家畜（牛、豚）の処理経費に対して補助をした。

　　　　事業費　816,000円　　補助金　　283,185円　　処理頭数17頭　　

　・酪農ヘルパー事業補助金

　　　酪農農家に余暇をつくるため行われるヘルパー事業に対し補助を

　　した。

　　　　事業費　4,435,605円　補助金　　146,000円　　利用戸数　14戸　

　・家畜舎一斉消毒薬購入事業補助金

　　　畜舎の衛生環境を保つため、消毒薬剤購入経費に対し補助をした。

　　　　事業費　2,924,689円　　補助金　974,896円　　薬剤　34種

　・受精卵移植事業補助金

　　　最新技術を導入した牛群改良により畜産経営の体質強化を図るため

　　補助をした。

　　　　事業費　1,131,357円　　補助金　　219,000円

　　　　採卵数50卵　　移植頭数42頭　

　・家畜改良事業補助金

　　　消費動向が量から質へと推移するなか畜産物の品質向上を図るための

　　優良家畜導入に対し補助をした。

　  　　事業費　10,752,329円　　補助金　2,200,000円

　　　　導入頭数　乳牛10頭　繁殖和牛4頭　種豚10頭

　・第58回三島市畜産共進会事業補助金

　　　　事業費　　540,065円　　補助金　　100,000円

　    出品点数　乳牛13点　肉牛12点　肉牛枝肉13点　

　　　　トントンレース子豚5点、共進会集合審査

　　　　トントンレース（ＪＡ安久グラウンド）及び巡回審査

　　　　肉牛枝肉共進会　集合審査(東京食肉市場)

　　　　畜産祭り　平成17年12月3日　JA三島函南函南支店

　・三島市牛海綿状脳症対策資金利子補給補助金

　　　牛海綿状脳症にかかった牛が国内で発生したことにより、経済的に　

　　影響を受けた畜産等を営む農業者の経営の維持及び生活の安定を図る

　　ため、静岡県農協災害対策資金及びＢＳＥ災害緊急対策資金の貸付け

　　を受けた畜産農家に貸付資金の利子補給による経営及び生活の安定を

　　図った。

　　　ＢＳＥ災害緊急対策資金融資利子補給補助金（年　1.5％）

　　　　　2件　利子補給額 　219,348　円

　　　静岡県農協災害対策資金（緊急生活資金）利子補給補助金（年0.8％）

　　　　　2件　利子補給額 　 23,390　円

　　　静岡県農協災害対策資金（営農運転資金）利子補給補助金（年0.8％）

　　　　　1件　利子補給額  　8,271　円

実 施 数

ミ ツ バ チ 腐 蛆 病 検 査 3 32

検 査 名 実 施 戸 数
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

 02項 林業費　　　　　　　　　　　　　　   (単位　　円)

  01目 林業総務費

22,728,793 円

○放置竹林対策事業 円

　　さまざまな影響が懸念される放置竹林について、整備の方針や竹材の有効

　利用など、総合的な対策の検討を図った。

　・竹林対策連絡会　4回

　・竹林ボランティアの募集･活動（2回）

　・竹破砕機の購入　1台　2,782,500円

○林道不法投棄防止事業 円

（単位　円）

車両侵入防止柵工 13基

○間伐事業 円

　　実施面積　40.00ha　委託料　　5,775,000円

　　森林の持つ水源涵養機能及び災害防止機能などの公益的機能を高めるため、

　人工材について間伐を実施した。
○林道整備事業 円

　　林道3路線の整備をするため原材料を支給した｡

　　　補修整備用材料　1,474,576円

○林道維持管理事業 円

　　林道の整備をするため法面修繕、側溝横断工事及び重機借り上げ等を実

　施した。

　　修繕料 　1,218,000円  委託料 1,155,000円  借上料 778,050円

○国・県建設事業に係る負担金 円

　・林道諏訪ノ台線建設事業

　　広域基幹林道北箱根山線の支線として平成7年度から県営事業で開設し、

　　平成17年度は192m開設した｡

　　　事業費 30,000,000円　　市負担金 5,250,000円

 04項 土地改良事業費 (単位　　円)

  01目 土地改良事業総務

       費

45,997,413 円

○土地改良事業計画策定調査事業 円

　・土地改良事業を推進するため、調査、設計、測量等を実施し、新規地区

　　の事業計画を作成した。

　・谷田地区用排水路用地調査測量業務を行った。

　・田園自然環境保全・再生支援事業　松毛川地区環境整備構想作成等

　　業務を行った。

45,997,413

4,034,331

1,534,000

1,474,576

3,151,050

5,250,000

44,463,413

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

林 道 立 入 防 止 柵
設 置 工 事 2,000,250

12,314,793

3,267,840

6,232,485

2,000,250

22,728,793 2,955,000 7,459,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

－109－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○国・県建設事業に係る負担金 円

　　県単独農業農村整備調査費負担金

　　本年度は、田方地区の現況調査を実施した。

　　　事業費2,000,000円　　市負担金250,000円

  02目 市単土地改良事業 (単位　　円)

       費

        79,964,029 円

○市単土地改良事業 円

　・大溝川の測量用地調査及び分筆等登記を行った。 （単位　円）

用排水路工　　　　　　　施工延長　12m

○ふるさと一般農道整備事業（玉沢地区） 円

　　県道三ツ谷谷田線と通称｢韮山街道｣を結ぶアクセス道路としての事業を

　推進するための業務を実施した。 （単位　円）

○農道佐野６号線整備事業 円

　　佐野見晴台から市立佐野小への通学のための道路及び歩道整備を行うも

　ので道路工を実施した。 （単位　円）

道路工　　　　　延長230.5m

  03目 県単土地改良事業　　　　　　　  (単位　　円)

       費

52,426,450 円

○県単土地改良事業 円

　　県の補助を受けて農業施設を改良するもので、未整備・老朽化した水路

　を地元の協力を得る中で実施した｡

（単位　円）

用排水路工　　　　　　　施工延長　193.2m

用排水路工　　　　　　　施工延長　133.9m

20,001,450

玉 沢 地 区 農 道
改 良 工 事 29,002,050 道路工　　　　 　　 　　施工延長　 97m

合 計 51,921,450

新 谷 地 区 用 排 水 路
改 良 工 事 16,716,000
谷 田 地 区 用 排 水 路
改 良 工 事 6,203,400

15,626,450

52,426,450

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

52,426,450 15,800,000 21,000,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

農 道 佐 野 6 号 線
道 路 改 良 工 事 20,001,450

工 事 補 償 3,014,853 電柱2本、電話施設一式、配水給水本管一式

合 計 49,152,829

立 木 補 償 278,922 梅 外33本

物 件 移 転 補 償 38,600,774 住宅、倉庫 外

測量設計等業務委託 2,152,500 測量設計　　延長260m

用 地 買 収 費 5,105,780 宅地　150.17㎡

平 田 地 区 用 排 水 路
改 良 工 事 1,748,250

49,152,829

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

13,864,029

10,809,750

事 業 名 事 業 費 事 業 概 要

79,964,029 66,100,000

250,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  04目 県営土地改良事　　　　　   (単位　　円)

       業費

24,144,546 円

○県営担い手育成基盤整備事業（中郷地区） 円

　　優良農地の適正な確保と効率的な農業経営を図るため区画整理により

　農地の集団化、用水不足、水質の悪化防止のための用排水の分離、基幹

　農道の事業推進を図った。

○国・県建設事業に係る負担金 円

　・県営担い手育成基盤整備事業中郷地区負担金　　　　　2,125,000 円

総事業費2,225,520,000円　区画整理44ha　幹線農道3.03km

幹線用水路 2.96km　幹線排水路 2.08km

平成17年度は､事業区域の測量と一部境界確認を実施した。

事業費 10,500,000円　市負担金 2,125,000円

　・県営社会環境基盤重点農道整備事業大竹笹原地区事業費負担金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　7,400,000 円

総事業費543,500,000円　延長1,734m　幅員7.0m

平成17年度は､道路工を実施した。

事業費 37,000,000円　市負担金 7,400,000円

　・県営一般農道整備事業川原ヶ谷地区事業費負担金　　　14,375,000 円

総事業費115,500,000円　延長2,640m　幅員7.0m

平成17年度は､農免農道佐野・市山線の舗装改良工事を実施した。

事業費 52,500,000円　市負担金 14,375,000円

  05目 土地改良施設維　　　　　   (単位　　円)

       持管理事業費

36,022,598 円

○農免農道維持管理補修事業 円

　　農免農道の補修工事、重機借上等を実施した。

○農業用施設維持管理事業 円

　　農業用施設の補修工事、維持管理業務を実施した。

○松毛川排水機場維持管理事業 円

　　松毛川排水機場施設の保守点検業務等を実施した。

○幸原揚水機場維持管理事業 円

　　幸原ポンプ場の運転に伴い、清掃及び管理業務を実施した。

07款 商工費 (単位　　円)

 01項 商工費　　　　　　　　　　　　　　   

  02目 商工業振興費　　　　　　　　　　　  

45,581,832 円

2,250,000

2,362,915

43,331,832

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

45,581,832

35,086,931

10,586,745

16,085,307

6,987,631

36,022,598 935,667

2,844,546

239,546

23,900,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

24,144,546 20,300,000 1,000,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

(単位　　円)

○市単独運営費補助金 円

○市単独事業費補助金 円

(単位　　円)

商店街イベント
振興事業補助金

1,200,0003,531,000

(4/2)
門前町ゑびす参道さくら祭り268,275546,550

門前町ゑびす参道
さくら祭り実行委
員会

大通り商店街まつ
り実行委員会

門前町下田街道祭
り実行委員会

大場商工店会

本町大中島商店会

芝本町商店振興会

広小路笑栄会

補助対象団体

Via701カルチャー
スクール実行委員
会

965,000 400,000
(11/1～3/31)
「Via701カルチャースクール」と題
して、健康づくりや体力づくり等を
テーマとした１２講座を開講した。

ＮＰＯ法人グラン
ドワーク三島 652,239 300,000

(10/28～3/20)
手作り屋台販売会、そば打ち教室、
間伐材等の加工販売などを通じ街中
がにぎわいを創出

ＮＰＯ法人リベラ
ヒューマンサポー
ト

676,139 318,250

(9/23～3/4)
「集まる」「留まる」「憩う」まち
づくりイベント
抽選会、フリーマーケット等の商業
イベントや「まちづくり音楽隊」に
よるコンサートを通じ、街中がにぎ
わいを創出

1,104,294 448,000 (9/23)
門前町下田街道祭り

幸原商店会 442,165 150,000 (8/28)
幸原商店会商業祭

1,399,602 400,000 (8/26)
大場ふれあい広場

三島大通り商店街
文化イベント実行
委員会

1,005,500 400,000

(8/10～9/14)
「街の匠・趣味多彩」・「商店街の
所蔵品」・「木馬と遊ぼう」と題し
て中心市街地商店街においてにぎわ
い創出事業を実施

1,823,400 400,000 (7/2、7/3)
七夕夜市

一番町商店振興会 1,471,473 400,000 (6/11、6/12)
一番町夜市ホタルまつり

1,151,170 400,000 (6/11)
WaiWai遊広場

(5/5)
春の大通り商店街まつり

1,112,455 400,000 (6/5)
リメンバー六反田

2,430,000

各商店街振興費（21カ所）、田町商
工振興会視察研修費、初詣客歓迎イ
ベント費、県商連関係費、商店会長
研修費、個店魅力セミナー関係費、
商店街通行量調査関係費、日本大学
富桜祭ポスター印刷費

静岡県国際経済振
興会補助金

（社）静岡県国際
経済振興会 115,650,736

商店街振興育成
事業補助金

三島商店街連盟 5,262,425

35,081,025

補助金名

補助金名 補助対象団体 事業費 補助金額

事業費

事業費 補助金額 事業概要等

14,673,394 9,000,000

203,000

203,000

事業概要等

中小企業の国際化を図るため、貿易
振興に関する各種事業を実施する
（社）静岡県国際経済振興会への運
営費補助を行った。

静岡県東部地区ＳＯＨＯ推進協議会
が実施するＳＯＨＯ施設等管理運営
事業及びＳＯＨＯ関係推進事業（講
演会、交流会等）に対し補助した。

富士山麓地域（静岡県・三島市・沼
津市・富士市・富士宮市・長泉町）
における、医療・健康関連機器の研
究開発事業に対し地域負担分補助を
行った。

都市エリア産学
官連携促進事業
補助金

（財）しずおか産
業創造機構 6,000,000 600,000

ＳＯＨＯ支援事
業補助金

静岡県東部地区Ｓ
ＯＨＯ推進協議会

補助金名 補助対象団体 補助金額 事業概要等

9,600,000
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  03目 中心市街地活性  (単位　　円)

       化推進費

8,328,518 円

○中心市街地商業等活性化推進事業 円

　まちづくり実践研修や中心市街地活性化シンポジウムへの参加 外

○中心市街地商業等活性化総合支援事業 円

　 おすすめ品フェア事業開催に伴い「おすすめ品マップ」「ＰＲ用

暖簾」を作成 外

○国・県支出金を伴う事業費補助金 円

(単位　　円)

商店街イベント
振興事業補助金

静岡県中小企業団体中央会が実施す
る、中小企業組合や商工組合、連合
会の組織・事業・経営の指導や連絡
調整、健全な発展を図るための事業
に対し支援。

県中小企業団体
中央会補助金

静岡県中小企業団
体中央会

事業概要等

三島たばこ販売協同組合が行う環境
美化活動、交通安全活動、たばこ自
販機深夜自主規制、未成年者喫煙防
止キャンペーン等の活動に対し支
援。

814,677,121

754,000

195,000

243,000三島たばこ販売
協同組合補助金

三島たばこ販売協
同組合

補助金名 補助対象団体 事業費 補助金額

事業概要等

中心市街地商
業活性化助成
事業補助金

三島ＴＭＯ
(商工会議所) 3,225,710 480,000

三島TMOが実施する中心市街地内
の店舗ディスプレイコンテスト
事業に対し支援をした。

補助金名 補助対象団体 事業費 補助金額

8,130,638

245,538

457,980

480,000

8,328,518 197,880

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

・チャレンジショップからの独立支
援として広小路9-16「ドールハウ
ス」、広小路6-9「ちりめんショップ
輝」を誘致。
・大宮町1-11-1にある空き店舗に
ラーメン店「毎度！」を誘致。

商業等活性化事
業補助金

(有)杉山刃物店
外13店舗 23,199,762 2,392,500

電線類地中化事業に係る商店街の景
観形成・来街者サービス等のため、
大通り商店街１４店舗のセットバッ
ク舗石、飛散防止フィルム設置に対
し支援。

空き店舗対策事
業補助金

三島商工会議所 21,650,106 2,555,000

本町9-2にある空き店舗に「フォトラ
イフ　シェルパ」を誘致。

本町小中島商栄会 24,500,000 2,000,000 本町3-36にある空き店舗に「クマノ
ミ雑貨店」を誘致。

本町大中島商店会 7,428,135 420,000

市内商工業者等の経営安定を図り、
地域経済の活性化を推進することを
目的に、商工会議所が実施する商工
業振興の諸事業に対し補助した。

中小企業相談所
補助金

三島商工会議所 77,000,112 10,000,000
経営指導員の指導（巡回指導1,778
件、窓口・通信・電話等704件）、な
んでも相談会年5回開催ほか

商工会議所補助
金

三島商工会議所 88,801,704 7,200,000

中央町商店会 1,067,109 161,000
(3/27～3/28)
中央町の電線類地中化工事の完成を
記念しイベントを開催

三島大通り商店街
文化イベント実行
委員会

1,316,600 400,000

(12/3～2/21)
「三島大通り商店街賑わい創出イベ
ント」と題して、中心市街地商店街
において「社会福祉施設 美術・工芸
展」、「三島観光写真展」等を実施
しにぎわいを創出

三島サービスシー
ル協同組合 1,404,942 400,000 (11/18～11/20)

ゑびす講大市

大通り商店街まつ
り実行委員会 3,475,000 1,200,000 (11/3)

秋の大通り宿場まつり
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○市単独事業費補助金 円

(単位　　円)

  04目 中小企業融資事　　　　　　　　  (単位　　円)

       業費

113,704,465 円

○中小企業融資事業 円

　・中小企業団体等近代化

    資金融資(商工中金原資)貸付金　 100,000,000円

　・貸付実績 (単位　　円)

○市単独事業費補助金 円

円

円

円

円

円

  05目 観光費　　　　　　　　　　　　　　  (単位　　円)

          60,157,547 円

○観光振興事業                                      5,013,972 円　

　・観光関連施設の維持管理

　・イベントや観光情報のＰＲ広告の掲載

59,317,09060,157,547 840,457

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

  ・経済変動対策特別利子補給補助金   　   　　　1件 　 81,551

 ・創業等経営支援特別対策資金利子補給補助金 　15件 　 892,725

・小口資金利子補給補助金　　　　　　  　　　363件　 3,577,107

・短期経営改善資金利子補給補助金　　　  　　316件　 1,488,264

307,745,000

10,212,523

　・市小口資金信用保証料補給補助金　　  　　　237件　　 4,172,876

中 小 企 業 団 体 等
近 代 化 資 金 融 資 3 120,000,000 26件

113,704,465

100,131,942

制 度 名 件 数 融 資 額 平 成 17 年 度 末 融 資 残 高

113,704,465

本町タワー完成に係るにぎわい
創出イベント
街なか音楽会（市民参加型もて
なし活動）、大抽選会（期間中5
回抽選会実施）、イメージキャ
ラクター「あきんどくん」のＰ
Ｒを実施し、中心商店街のにぎ
わいを創出した。

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他

街中にぎわい
事業補助金

街中にぎわい
事業実行委員
会

4,545,876 2,000,000

ＴＭＯの各部会（推進委員会、
企画運営部会、アップ店舗部
会、にぎわい創出部会、コミュ
ニティ・流通部会、ヤング部
会）が実施した事業（会議回数
42回：地域通貨、まちづくりサ
ポート隊、空き店舗対策事業、
せせらぎ浪漫通信の発行など）
及びTMOホール活用イベント（商
人まつり～駅前イベント～）に
対し支援。

起業家支援事
業補助金

三島ＴＭＯ
(商工会議所) 4,168,200 3,000,000

チャレンジショップ事業。
本町大中島商店街にある空き店
舗をインキュベート施設（チャ
レンジショップ）として使用
し、入居者の独立開業をサポー
トすべく事業を実施した。

ＴＭＯ事業補
助金

三島ＴＭＯ
(商工会議所) 6,150,000 2,115,000

7,115,000

補助金名 補助対象団体 事業費 補助金額 事業概要等
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○総合観光案内事業                                  3,750,932 円　

　・総合観光案内所管理委託　 円

○観光産業の振興事業                                  258,893 円

　・観光ＰＲデザイン・パンフレット作成委託 円

　　「水の都の三島自慢　おもてなしの心得」　

　　　タクシー等乗務員用のおもてなしマニュアル。三島市タクシー組合

　　　と三島市観光協会と協働し作成

　　「ぐるぐる夢めぐり三島」

　　　市内学生用の三島市みどころ観光ガイドブック。日本大学と三島市

　　　観光協会と協働し作成

〇市単独運営費補助金                               15,650,000 円　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　・三島市観光協会補助金 円

　　三島市及びその周辺における観光事業の推進及び観光資源開発の促進

　　を図り、市内・近隣市町の関係団体との協力のもとに地方文化産業の

　　発展向上に寄与する当該団体にその運営費の一部を補助した。

〇市単独事業費補助金                               33,676,000 円　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　・三島夏まつり補助金　　 円

　　毎年、多くの人出で賑わう当市最大のイベント。農兵節、みしまサンバ

　　パレード、大文字焼き等を実施する三島夏まつり事業に対し補助した。

　　　　開催日　　平成17年8月15日（月）、16日（火）、17日（水）

　　　　来場者　　約51万人

　・山中城まつり補助金　 円

　　山中城跡公園のＰＲと坂地区の活性化とにぎわいの創出を図るため国

　　指定史跡「山中城跡」をメイン会場に開催した「第24回三島山中城まつ

　　り」に対し補助した。

　　　　開催日　　平成17年5月15日（日）

　　　　来場者　　約8,000人

　・観光特産品化推進事業補助金 円

　　「寒ざらし団子」（山中商工組合）、「竹倉赤湯プロジェクト」（竹倉

　　温泉組合）、「三島の土産物開発」（ご当地Goods研究所）の3事業に

　　対し補助した。

　・三島ルネッサンス推進事業補助金 円

　　　平成15年度に策定した三島市観光推進ビジョン「三島ルネッサンス」に基づ

　　き、三島市観光協会が中心となり観光を推進するネットワークが、協

　　働により展開する当該事業に対し補助した。

シンポジウムの開催　「食べてめぐり歩く　三島観光の魅力づくり」

　　　　開催日　　平成17年9月28日（水）

　　　　場　所　　三島商工会議所　1階ＴＭＯホール

　　　　参加者　　約150人

　　　　内　容　　三島ルネッサンス活動報告、基調講演（黒羽徹氏：

　　　　　　　　　三島せせらぎ大使）、箱根西麓野菜の試食

三島・箱根回遊マップ「三島と箱根の旅ガイド」の作成

　　　　開催日　　平成17年9月28日（水）楽寿園・佐野美術館・三嶋大社宝物館の割引券付回遊チラシの作成

首都圏旅行会社への観光誘客活動

25,000,000

4,000,000

300,000

1,500,000

2,954,655

197,400

15,650,000
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

  06目 消費対策費 (単位　　円)

       　  8,417,444 円

○消費生活相談事業 円

　　また、年齢別では60代が一番多い。

　　　消費生活相談受付件数 (単位　件)

59 64 42 62 55 65 83 113 132 58 60 72

0 0 1 0 1 2 1 3 0 0 0 0

59 64 43 62 56 67 84 116 132 58 60 72

　　　性別相談件数 (単位　件)

　　　内容別（主なもの）

　　　　・販売方法別 (単位　件) ・被害商品別 (単位　件)

○賢い消費者育成事業 円

　　賢い消費者を育成するため、「消費生活講座」を6回、地域・企業・老

　人会等を対象にした悪質商法未然防止に係る「出前講座」を13回開催し

　た。また、「みしま生活展」を通じ様々な消費者に関する情報を収集・

　提供し、消費者活動の推進母体となる消費者団体・グループの支援をする

　とともに、賢い消費者の育成に努めた。

　　さらに、環境にやさしい率先行動のできる消費者を育成するため、不用

　品活用バンクの利用を推進した。

　・消費生活講座 (単位　人)

　・消費出前講座　　計13回　584人参加

　　　高齢者向け　8回（388人）　一般向け　5回（196人）　

　　　　　　　　　月
　種類

合　　　計

「今日からあなたも収納上手」

「ふろしきの活用法」

「安全で楽しい旅をするために～賢く選ぶ旅行術～」

店舗販売 48

6回

収納アドバイザー

303

84
「裁判交渉解決事例から見た悪質商法～リフォーム被害を中心に～」 弁護士 44

真美文化学院　学院長 37

「自分でできる安全対策（防災・防犯）」 ＤＩＹアドバイザー 30

（社）日本旅行業協会　消費者相談室　調査役 59

「足と靴と健康」 シューフィッター 49

1,065,287

演                 題 講        師 受講者数

電話勧誘販売 48 保健衛生品 17

訪問販売 108 住宅関連（点検商法） 33

通信販売 633 架空請求・不当請求 590

女 538

企業・団体 2

合 計 873

男 333

苦 情 865

問 い 合 わ せ 8

1 2 3 合　計

　占め、性別では男女比約4:6となっている。

4 5 6 7 8 9 10 11 12

8,019,444

4,408,478

　　消費生活相談窓口に寄せられた相談件数は873件で、平成16年度に比べ

　584件減少した。相談内容の種類では、苦情が865件(99%)で相談の大半を

8,417,444 398,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　・「みしま生活展」委託事業 540,000円

　　　三島市消費者連絡協議会に運営を委託し、第30回「みしま生活展」　

　　　を開催した。

　　　平成17年度は、「循環型社会をめざして　～できることからひとつず

　　　つ～」をテーマとし、消費者12団体が身近な消費者問題について1年

　　　間学習した成果を発表するとともに、環境問題を中心に8事業所、行

　　　政及び関係12団体が出展、3,000人の参観者があった。

　・不用品活用バンク事業

　　　昭和54年度から、環境にやさしい消費者の実践行動の一環として、

　　家庭用の不用品の提供者と活用者を登録し、市民ホール庁内掲示板や

　　市ホームページで紹介し、利用の促進に努めた。

　　　平成17年度の利用状況

　　　　登録件数　　譲ります　　　　225件

　　　　　　　　　　譲ってください　210件

　　　　　　　　　　成立　　　　　　250件

○市単独事業費補助金 円

　・三島市消費者連絡協議会補助金 486,000円

　　消費者が安全で豊かな生活を営む上で必要な問題提起や､時代に即応し

　　た活動を推進するため、消費者活動の推進母体となる「三島市消費者連

　　絡協議会」に活動運営費を助成した。

　　その活動としては、月1回の理事会の開催及び情報交換をはじめ、純正

　　食品普及、視察・研修の実施及び消費者被害未然防止街頭キャンペー

　　ン、消費者フォーラムへ参加した。

　・三島市買物袋持参運動推進協議会補助金 100,000円

　　平成11年度に発足した「三島市買物袋持参運動推進協議会」（80団

　　体）の活動の充実を図るため､活動運営費を助成した。

　　環境に負荷を与えない資源循環型社会を目指すため、消費者・商店・

　　行政が協働体制の中で、レジ袋を辞退し買物袋を持参する啓蒙啓発活動

　　を市民運動として積極的に展開した。

  07目 環境対策費

128,651,202 円

○公害苦情受付及び解決件数 (単位　件)

(1)

(1)

(1)

(1)

(4)

　　　　　　　　　（　）内は前年度継続分で内書き

100%合 計 79 75 4

5%

そ の 他 2 1 1 3%

悪 臭 4 3 1

24%

振 動 0 0 0 0%

騒 音 19 17 2

39%

水 質 汚 濁 23 23 0 29%

大 気 汚 染 31 31 0

119,325,202

　　　　　　件数
　種類

苦 情 件 数 解 決 件 数 繰 越 件 数
種類別発生件数割
合

128,651,202 620,000 8,706,000

586,000

決　算　額
特　　定　　財　　源

一 般 財 源
国 ・ 県 支 出 金 市 債 そ の 他
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

○大気汚染

　・市内4測定局及び自動車排ガス測定局による常時監視 （風向・風速・二

　　を行った。

　・光化学スモッグ（オキシダント）による緊急時発生については「緊急時

　　対策要領」により夏季監視体制の強化を図った。

○水質汚濁

　・環境基準の設定されている大場川をはじめ市内を流れる11河川について

　　水質調査を行った。また、大場川新川橋において24時間監視調査を2回

　　実施した。

　　環境基準点である出逢橋・塚本橋では環境基準を満たしていた。また、

　　その他の河川でもその水質は平年に比べるとほぼ横ばいであった。

　・法、条例に基づく県環境衛生科学研究所による立入調査に三島市も同行

　　して排水処理施設の維持管理等のチェックを実施した。

　　平成17年度は 5回、延べ17工場・事業場で実施したところ、3事業場が

　　基準を超えていたため、県より2事業場が注意処分、１事業場が改善勧告

　　を受けた。

　・下水処理施設への流入水・放流水等の平常試験・精密試験・中試験・

　　通日試験等の水質検査及び汚泥試験を実施し、下水処理場の水質管理

　　部門へ水質試験報告を行った。

　　当市では平成16年度までの調査で基準を超える汚染地域はないことが

　　確認されているが、市内に7箇所のクリーニング店等の使用事業場も

　　あることから、引き続き井戸・湧水等の定点調査と使用事業場の立入調

　　査等を実施した。結果は、水道水の水質基準及び環境基準等の基準を超

　　える汚染箇所はなく､違反もなかった。今後も継続して調査していく予

　　定である。

　・外因性内分泌撹乱化学物質として疑われている物質による環境汚染の監

　　河川水等から61物質中27物質が検出された。この結果を受けて、本市で

　　も大場川塚本橋で年2回の調査を行った。その結果、12物質中3物質が

　　検出されたが、環境庁の全国一斉調査の調査結果の範囲内であり、特に

　　高い濃度で検出された物質はなかった。

○交通騒音

　　騒音に関する市内主要道路沿線の実態を把握するため、市内 8箇所で

　交通騒音調査を実施した。その結果、環境基準は満たしていないが、要請

　限度は概ね満たしていた。

○環境騒音

　　騒音に関する地域環境の実態を把握するため、市内37箇所で環境騒音

　調査を実施した。その結果、すべての測点で環境基準を満たしており、

　全体として良好な状態であったが、自動車の音源寄与が特に高い状況で

　あった。

○環境保全意識の啓蒙・普及

　・環境保全団体との連携のもと、大場川堤防の清掃・講演会の開催への参

　　加等による各種行事を実施し、環境保全意識の向上を図った。

　・事業場の現場サイドから環境問題を考え、その保全を図るため市内を中

　　心に 94事業場・団体により「三島地区環境保全推進協議会」を構成

　　視については、平成10年度に環境庁が緊急全国一斉調査を実施した結果、

　　酸化硫黄・窒素酸化物・一酸化炭素・浮遊粒子状物質・オキシダント等）

　・ＢＯＤ値でみると、大場川では水質は平年に比べるとほぼ横ばいであり、

　・トリクロロエチレン等の有機塩素系化合物による地下水汚染については、
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　し、市の主催する環境保全事業に協力するとともに、独自に講演会・

　　技術研修会、環境保全団体の表彰等の各種事業を実施した｡

　　この協議会に対し事業費の一部として73,000円を補助した。

　・環境月間において関係各課との協力のもと、環境保全啓蒙パトロールや

　　環境美化活動、環境講演会などを実施し環境意識の向上に努めた。

○環境測定推進事業

　・環境保全推進、苦情等に迅速に対応するため、環境測定器機の充実を

　　図る。

低周波騒音計　　リオン製NA－18A型　　656,250円

振動レベル計　　リオン製VMｰ53A型　 　366,450円

レベルレコーダ　　リオン製LRｰ07型　　415,800円

○環境基本計画推進管理事業 円

　・三島市環境基本計画(平成14年3月策定）に掲げられている環境施策

　　を着実に推進するため、計画に位置付けられた市の取組について、ＩＳ

　　Ｏ14001環境マネジメントシステム運用の中で、定期的にその進行管理

　　を図るとともに、その進捗状況について、環境審議会、市民環境アド

　　バイザー会議に報告を行った。

　 三島市環境審議会の開催…平成17年12月21日

三島市民環境アドバイザー会議の開催…平成18年2月2日

　・三島市環境基本条例第9条（年次報告書）の規定により、16年度の様々

　　な環境データや環境基本計画の実施状況等を明らかにした「環境報告書

　　～三島の環境～（平成17年版）」を500部発行し、関係機関に配布した。

○小学生環境リーダー育成事業 円

　・環境探偵団

　市内14小学校の4年生から6年生(児童42人)を対象に、夏休みを中心に、

　湧水河川等自然環境の調査や風力発電施設、ペットボトルリサイクル

　施設の見学等体験学習を実施した。

　・小学生環境フェスティバルの開催

　環境ボランティア活動の大切さを養う学習として、親子を対象に

　貴重な自然や生物の保護などに熱心なボランティア活動家を講師とした

　講演会や環境探偵団活動の発表会を行った。

開催日　平成17年11月26日(土） 参加者　約200人

講演会「さかなクンと遊んでお魚博士になろう」

（講師：タレント・さかなクン）

発表会　平成17年度環境探偵団活動報告（42名）

○中学生環境リーダー育成事業 円

　・市内7中学校から2人ずつ計14人を対象に、夏休みの3泊4日間、

　　環境先進都市熊本県水俣市の地元中学生との交流や鹿児島県屋久島

　　の縄文杉登山などの体験学習を実施し、参加中学生全員が「環境行動

　　宣言」を行った。

　 事前研修　　　平成17年7月29日

本研修　　　　平成17年8月2日～5日

事後研修　　　平成17年8月23日　

環境行動宣言　平成17年8月25日

○市民環境リーダー育成事業 円

　・市民環境大学の開講

　 　三島市と日本大学国際関係学部の主催による市民環境大学を、日本大学

　の校舎を会場に平成17年6月から翌年2月まで､原則毎月夜間1回(計8回）

977,082

850,604

414,559

1,963,543
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費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　の講義を実施、16歳以上一般57人が入学、平成18年3月にはそのうち

　31人が修了、修了生の中から26人を「エコリーダー」に認定した。

　講師には、地元日本大学及び遺伝学研究所をはじめ、環境の専門家

　（大学教授、NPO活動の代表者等）を招聘した。

○環境ボランティア推進事業 円

　　森林整備に関する体験プログラムを通じて、多くの人々が森林の働きや

　整備の必要性を理解し、市民や森林保有者、また、都市住民にも参加を

　呼びかけ、森林ボランティア（三島フォレストクラブ）等が協力して、

　森林の有用な機能、森林事業の活性化などを図るため、「箱根西坂いきい

　き森づくり」を2泊3日で開催した。

開催期間　　平成17年10月28日～30日（日帰り参加可）

1日目【森づくりフォーラム】　 会場：三島市民生涯学習センター

参加者：約130人

（うち東京都板橋区参加者 10人・せせらぎコース案内）

●間伐体験　●森の小さなダムづくり 　参加者：約60人

○地域環境づくり推進事業 円

　・環境基本計画に掲げられた地域の環境づくりを進めるきっかけとなる

 活動の推進役を担う「地域環境サポーター」の活動の第1段階である、

　　地域環境情報誌「エコライフみしま」の編集作業を市民ボランティア

　　9人により行った。

「エコライフみしま」編集スタッフ会議　（4月～3月まで16回開催）

 第5号発行　特集テーマ「自然環境／森林」（平成17年5月15日号）

 第6号発行　特集テーマ「もったいない」　（平成17年10月1日号）

○環境学習フロンティア事業 円

　・保育園保育士及び幼稚園教諭等からなる幼児環境教育推進プロジェクト

　　チームにより、幼保相互で活用できる教材の充実、活用を図るととも

　　に、間伐材利用による絵合せパズルや環境カルタ等の教材を新たに作

　　成した。

　・環境読本の改訂、配布

　平成12年度作成の「環境副読本」を小学校の教育課程に準拠したものに

　新たに「環境読本」として平成16年度に全面改訂した。平成17年度は、

　当該読本の記載データを最新版に更新し、全小学校新4年生(約1,100人)

　に配布した。

　・メダカぞく・ふれあいプランの実施

　三島市に生息し、かつ、絶滅危惧種となっている「めだか」を保育園や

　幼稚園で飼育し、ふれあう中で、自然を大切にする心を育て、自然に生

　息するめだかへの保護・保存意識を養うことを目的に、1保育園、4幼

　稚園で「めだかの入園式」を実施し、市内に生息する「めだか」を配布

　した。

　・小学生環境学習グッズの作成、配布

　三島市環境基本計画の環境目標をわかりやすいイラストで表現した「三

　島の将来」をペットボトルを再生した下敷きとして作成、全小学校4年

　生以上に配布した。

○ＩＳＯ１４００１推進事業 円

　・平成12年7月26日に取得した環境管理の国際標準規格ＩＳＯ14001の認

650,986

　　 2日目【森づくり体験】 会場：箱根の里周辺の森林（県行林）

　　 3日目【竹林視察・竹クラフト等体験】　　会場：市の山グランド

　　 　　　●竹林の現状視察●竹炭づくり●竹クラフト  参加者：約60人

14,365

1,676,122

2,091,359

－120－



費　　　　　　　　　目 主　　　　な　　　　事　　　　業　　　　内　　　　容

　　証を継続するため、登録審査機関による認証取得後 1年毎に実施され

　　る定期サーベイランスを受審し、「向上」の評価、登録維持の確認を

　　得た。

定期サーベイランスの受審期間　平成17年7月6日～8日

外部審査機関　(株）日本環境認証機構　審査員　3人

　・庁内及び学校の機密文書の溶解処理（再資源化のための古紙回収）を

　　実施。

総回収量(総資源化量）　62,470kg　（回収回数：28回）

○三島市環境ＩＳＯ認定制度推進事業 円

　・家庭版ＩＳＯ(エコパートナー）

　ＥＭＳ(環境マネジメントシステム）の仕組みを活用し、一般家庭　

　(小規模事業者を含む。)を対象として、日常生活の中で環境活動を実

　践するエコ市民の普及を目指すもので、平成18年3月31日現在198世帯

　をエコパートナーとして認定した。

　・学校版ＩＳＯ

　学校における児童・生徒の自主的な環境活動を応援する制度で、すで

　に認定校となっている北上中学校、南中学校、中郷西中学校のほか、

　残る4中学校を平成18年2月から3月で「三島市環境ＩＳＯ認定校」に

　認定した。また、小学校の部では、長伏小学校を第1号として3月に認

　定した。

　・事業者版ＩＳＯ

　市内事業所によるＩＳＯ１４００１の認証取得を促進するとともに、

  市独自に事業者版ＩＳＯ制度の仕組みを策定し、普及啓発に努めた。

　また、財団法人広域関東圏産業活性化センター主導、三島商工会議所

　と共催、関東経済産業局の協力により「中小企業環境経営推進フォー

　ラムin三島」を開催し、その中で、市内環境ＩＳＯ１４００１取得事

　業所のうち28事業所を対象に日頃の環境貢献活動に対して、感謝状を

　贈呈した。

開催日　平成17年7月29日(金）　

会　場　三島商工会議所1階　ＴＭＯホール 参加者　約90人

内　容　基調講演　調査報告、環境貢献活動企業表彰、

　　　　企業事例発表、パネルディスカッション

○エコプロジェクト事業 円

　庁内に設置した地域循環型社会推進プロジェクトチームを中心として、

　先進都市の視察や事例研究等を行うなど「循環型のまちづくり」を具

　体的に進める施策の調査・研究を行った。

○地域省エネルギービジョン策定事業 円

  三島市におけるエネルギー消費の現状や省エネルギーの可能性等を調

　査分析し、本市の地域特性に適した省エネルギーの推進方針と具体的

　な方策を示すことを目的に、「三島市地域省エネルギービジョン」を

　平成18年3月に策定した。

○住宅用太陽光発電システム設置費補助金 円

　・三島市民が住宅用に設置する太陽光発電システムに対して１kW当たり

　　20,000円、4kW　80,000円を限度として補助を行った。

　・設置件数は69件、一件当たりの平均kW数は3.90kW、総kW数は

　　269.4kWであった。

　　平成17年度末累計設置件数　412件 （本年度で終了）

869,979

176,640

8,350,755

4,663,000

－121－
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